
坂 田寺 第 3次 の調 査

(昭和55年 4月 )

この調査 は,明 日香村営上水道加圧 ポ ンプ場の建設に伴 う事前調査 と して実

施 した ものである。調査 は当初約20κ を対象 と したが ,重 要な遺構 の検出に伴

い再三にわたって発掘区を拡張 して,最終的には約 100柄 について調査を行 っ

た。調査の結果 ,須弥壇 を伴 う基壇建物の一部を検出 し,こ の地域が坂田寺伽

藍の中枢部分にあたることが判明 した。なお ,こ れに対する村当局 の迅速な措

置により,ポ ンプ場の建設位置は変更 され ることにな った。

調査地は『坂田金岡1寺 址』の石碑 に南接す る水田で ,古宮 (フ ル ミヤ)の 小

字名を有す る。地形は南東か ら北西に下 るかなり急勾 a・Lの 傾斜地である。

遺構 は現水田面か ら 0.9～ 12mの 深 さで検出 した。遺構面に至 る層序 は ,

上か ら,床土 ,粗砂 と粘上の互層による厚 さ50 cm前 後の堆積層 ,20～ 30 cmの 厚

さの粘質砂質土層 と続 く。 この下には厚 さ10 ca前 後の焼土層があ り,遺 構面直

上に堆積 している。焼土 には漆膜片 .白 土 ,炭化材片 ,土器が含まれていた。

SB 150の遺構   SB 150は 主軸方向が東で北にほぼ15度偏す る南北棟で ,
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調査地位置図 (1:2000)
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遺構配置図 (1:200)

桁行 5間 ,梁行 2間 の身舎の四面に廂が付 く基壇建物であると考え られ る。 こ

の調査では東入側柱 3間 分と東側柱礎石 ,西 入側柱礎石各 1を 検出 した。基壇

端 は調査区の外 に想定 される。柱間寸法 は身舎が 3.86m(13尺 )等 間 ,廂 の出

が 2.68m(9尺 )で ある。従 って建物 と しては桁行総長24.7m(83尺 ),梁 行

総長 13.lm(44尺 )の規模 に復原できる。礎石は花南岩を加工 した もので ,い

ずれ も円形柱座を造 り出 している。柱座径 は入側柱礎石で66～ 71 cn,側 柱礎石

で58 cmで ぁる。

身舎 の中央 3間 分は柱筋 よ り内方 に30～ 40 cm寄 せて ,周 囲の基壇面 よ り約 20

cm高 い平面長方形の壇状 につ くられている。 これは仏像や厨子などを置 く須弥

壇 と考え られ る。壇の北側縁は凝灰岩の切石 によ り仕切 られ ,西側縁 には切石

の抜取痕跡が確認 された。一方 ,東側縁には壇化粧の痕跡がな く,約 45度 の勾

配を もつ傾斜面をな してお り,そ れに接す る 3間 の柱間には復原方約 13 cmの 断

面を もつ角材が置かれていた。 この角材 は壁受の横木 と考え られ ,こ の 3間 は

壁面であ った と想定 され る。従 ってこの部分が須弥壇 の背面にあた り,建物は

西方を正面 とす るものであったことが しられる。基壇および須弥壇上面 は粘質

土で堅 く固め られてお り,直 上 には倒壊 した壁の自土や銅釘なども焼土 に混 っ

て堆積 している。 このことか ら基壇面は本来舗装のない土間床であ った と思わ
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れ る。なお,基壇面は西方 (正面側)が わずかに低 い傾斜面につ くられている。

凝灰岩切石は須弥壇の北側縁 に 7石遺存 していた。東端の隅石 は51.0× 41.0

cmの 平面矩形を呈 し,他 の 6石 の うち 4石 は長 さ70.0～ 72.5 cmで ,残 りの 2石

は89.5 cm,78 5 cmと 不揃 いであるが ,東 か ら 5石 日と 6石 目の境は建物のほぼ

棟通 り (南 北中軸線上)に あることか ら,両端 に隅石を置き,間 に 8る の切石

を配 していたと想定される。 これ らの切石 は表面を加工 して地覆 ,羽 目,束 ,

葛を削 り出 してお り,さ らに烹の両側には花頭曲線の格狭間を浮彫 りに してい

る。束の幅は東隅が21.O cm,北側縁中央が27.O cm,両方の中間が 21.O cmで あ り ,

羽 目 1区 の長 さは東か ら 134.5 cm, 159.O cmで ある。東か ら 2番 目の束 と中央

の東 との心々距離はほぼ 180 cm(6尺 ),ま た隅石の羽 目か ら中央の束心 まで

は329 cm(11尺 )で あることか ら,中 央 2区 を 6尺 ,両端の 2区 を 5尺で割 り

付 け ,さ らに中央の東幅を 9寸 ,両側 4カ 所の束を各 7寸幅に設定 した もの と

考え られ る。

基壇および須弥壇 の築成工程を明 らかにす るために一部断面調査を行 った。

地山面 (細 砂層 )は基壇の東部分では須弥壇の位置に比べて廂部分が深 く,地

山面上には約 70 cmの 厚 さに人頭大の石塊や瓦片を含む土層が不整合の状態で堆

積 している。 この堆積土面を切 って須弥壇範囲 に,深 さ約 40 cmの 掘込み地業を

SB 150(南から)
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須弥壇縁石立面図 (1:40)

行 った後 ,据 付 け穴 を掘 り,礎石 を据 えて い る。 その後 ,基壇 面全面 にわた っ

て厚 さ10 cn前 後 の黄褐色 粘質土 を敷 きつ め る。後述 す るよ うに ,須弥壇鎮 壇具

は この工 程 に併行 して埋納 されて い る。 その後 ,須弥壇を厚 さ 5 clll前 後 の版築

層を 4～ 5層 重ねて築成する。なお,掘込み地業上や版築土中には礫や瓦が若

干混在 していた。須弥壇背面は基壇築成層を削 って斜面につ くり,他 の三面は

据え形をやや深 めに掘 り込んで凝灰岩切石を据え付 けている。以上のよ うに基

壇築成に際 しては,こ の部分に限 ってみれば礎石据え付 け以前の基礎地業が行

われていないよ うである。 しか し,須弥壇北側部分の断面調査では,須 弥壇下

に連続す る厚 さ 5～ 10 cmの 土層が基壇面下約 lmに およぶ範囲に整合状態で堆

積 してお り,東側 とは異な った状況を呈 しているが,今 回の調査では全体の様

子を十分解明す るに至 らなか った。

鎮壇具  調査の最終段階に至 り,須弥壇の鎮壇具を探査すべ く発掘区を設

けた。その結果 ,須 弥壇のほぼ中央の,約 1.3m東 (背面)寄 りの位置に径約

80 clllの 範囲 にわたって10種 40点 におよぶ埋納品を検出 した。 これ らの埋納品は

厳密には中軸線か ら20 cm程 右寄 り (南寄 り)に 分布 してお り,最奥部 に鏡を背

面を上に して置 き,そ の周囲に金箔 ,水晶玉 ,琥珀玉 ,銅銭 ,刀 子 ,金銅製狭

子を配す る。鏡か ら正面寄 り約 40 cmに は灰釉小型双耳瓶があ り,ま た鏡の直下

には瑠璃玉 2個 が置かれていた。銅銭 には重 な った状態の もの (2カ 所-10点

と 9点 )と 1枚 ずつの もの (9点 )と があ り,そ の うちの 1点 は他の埋納品か

ら離れて,鏡か ら南西方 と.5mの位置に検出 した。また絹布片を 2カ 所で確認

した。 これ らは先述のよ うに,須弥壇築成直前の,基壇全面を覆 う粘質土を敷

きつめる工程に伴 って安置 されてお り,須弥壇上面か ら18～ 26 cmの 深 さに集中

―- 55 -―



している。以上のよ うに,

埋納 に伴 う掘形は認め られ

なか った ものの ,位 置およ

び埋納の状況か らみて ,こ

の一群の埋納品 は須弥壇 の

築成 にかかわる鎮壇具であ

ると考え られる。 なお,須

弥壇北東隅において も lm

四方の範囲を掘 り下げて鎮

壇具の有無を調査 したが ,

1点 の埋納品 も存在 してい

ないことが判明 した。

出土遺物   SB 150の

1 搬

ざIQや

鳳軸線

中珀1線 (IIt逝 り)

須弥壇下か ら出土 した鎮壇      鎮壇具出土状態実測図 (1:20)

具 には瑞雲双鸞八花鏡 1面 ,心葉形水晶玉 1点 ,琥珀大玉 2点 ,瑠璃玉 2点 ,

金箔 1点 ,金銅製狭子 1点 ,鉄製刀子 1点 ,銅銭28点 ,灰釉小型双耳瓶 1点 の

ほか ,絹 布の断片がある。

瑞雲双鸞八花鏡 (H)は 青銅製の唐式鏡である。鏡背の文様は界圏で内区 と

外区を分け,内 区には円鉛を挟んで鳳凰が相対 し,上 lCl瑞 雲を,下 に蔓草の上

で実を くわえる鳥をあ しらう。外区には各弧 ごとに飛雲 と草花を交互 に配す る。

鏡面 はわずかに反 りを もつ。文様 は不鮮明で線が太 く鈍い。表面径 11.4 cn,背

面径 H O cm,縁厚 0.45 cm,界圏径 7.4 cm,重 量 1559で ある。

心葉形水晶玉 (1)は ハー ト形の平面を もつ もので ,長 さ 1.3 cm,厚 さ 06

cmで ある。表面 は平滑な曲面を呈 し中央に鋭い稜を もつが ,裏面 は平坦面で中

央に深 さ 3 11ullの 貫通 しない小孔があ く。周縁 は垂直面をなす。

琥珀大玉 (5・ 6)は長 さ 4.5 cmと 3.4 cmの 2点 がある。 4は埋納以前 に縦

に半割 している。断面は不整円形を呈 し,中 軸に貫通孔があ く。

瑠璃玉 (2・ 3)は 径 。厚 さとも 1.1～ 1.2 cmの 丸玉で ,上下両端をやや平

■
＼

⇔
鮒軸石
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鎮壇具実測図 (1～ 3, 9,10は 1:1,他は1:2)

坦面 につ くる。中軸 に径 3 11ullの 貫通孔があ く。現状では白濁 してお り,表面の

風化 ,手J落 が進行 している。

金箔は約 7× 9 cmの 長方形のご く薄い ものである。鎮壇具のなかでは最 も北

よ りの位置に置かれていた。

金銅製狭子 (7)は 両端を折損 した残欠であ り,表面 には鍍金がわずかに残

る。現存長 10,8 ca,直 径 1,7111111あ る。

鉄製刀子 (8)は 平造 りの刀身を もち,茎部 に把の木質が残 るが ,刃部 には

ない。全長 14.O cIIl,最 大幅 1.l cm,刃部長 8.5 cmぁ る。

銅銭 (9・ 10)は 28点 を数える。和同開 珠 (2点 ),高 年通費 (3点 ),神

功開費 (11点 )の 3種があ り,銹化や銹着のため銭文の不明な ものが12点 ある。

先述のよ うに 2カ 所では積み重ねた状態で埋納 されてお り,そ の うちの一群 は

高年通費 3点 ,神 功開資 7点計10点 か らなる。他の一群は 9点 が重なるものの ,

銹着 しているために和同開 J/tN 2点 が確認 されたにとどまる。

⑬
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灰釉小型双耳瓶 (4)は 肩部に 1対 の把手が

つ く小型の製品で ,被 せ蓋を伴 う。瓶の肩部以

上および蓋の上面 には濃緑色の釉がかか る。瓶

の器高 8.4 cm,口 径 1 6cm,胴 径 5.O cm,底 径

2.6 cm,蓋 は器高 1.8 cm,国 径 3.O cmあ る。 和同開珠銀銭 (1:1)

絹布 は築成土中に圧着 した状態で検出 した。腐蝕が著 しく, 2カ 所で存在を

確認 したにとどまる。その うちの 1点 は15X10 cm以 上の広 さを もつ平織 りであ

ることがわか るが ,本来 の形状等は不明である。絹布は腐蝕 しやすい物だけに ,

鎮壇具の 1つ と して埋納 された ものであるのか どうかについては出土状態のみ

では決めがたい。

基壇および須弥壇上面の焼土層か ら銅釘 ,土 師器 ,漆膜片 ,和 同開珠銀銭が

出土 し,焼土面上の堆積層か ら軒丸瓦 5点 ,軒平瓦 1点 の他 ,埓仏の小破片が

1点 出土 した。また基壇土 中か ら軒丸瓦 1点 が出土 している。銅釘 は17点 あ り ,

大部分は円頭の小型角釘であるが ,1点 だけ鍍金を施 した環状の釘頭を もつ も

のがある。長 さ 2.5～ 5.5 cm。 土師器には皿の破片が数点 ある。型式的にみて

いずれ も10世紀後半 の ものである。漆膜片は須弥壇上中央か ら背後 にかけて多

量 に出土 した。 いずれ も脱活乾漆像 と思われ る断片であ り,そ の うちには麻布 ,

抹香漆 ,下地漆 ,黒漆 ,金箔の層が確認 される。 また像の大 きさ,尊名等は細

かい断片 に分れているので確定 しがたいが ,等身大以上の大 きさで菩薩像 の可

能性があ るとい う芦

和同開珠銀銭 は須弥壇背後の斜面上で検出 した。直径 2.31 cm,重 量 5759あ

る。基壇土中か ら出土 した軒瓦は単弁八弁の蓮華文軒丸瓦で , 7世紀後半に位

置付け られ る。

まとめ  今回の調査 は狭い範囲の ものではあ ったが,坂 田寺 に関す るい く

つかの重要な知見を得 ることができた。伽藍中枢の建物 と考え られる S B150

の造営 は,須弥壇の築成 に直接伴 う鎮壇具に含まれる28点 の銅銭の うち大半が

神功開賓であることか ら天平神護元年 (765)を 遡 りえず ,ま たこれよ り新 し

い銭貨がない ことか ら,次の隆平永賓の初鋳年 (延 暦15年・ 796)を 下 らない
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と思われ る。

須弥壇の格狭間の花頭曲線 による浮彫 りの意匠は,古 くは法隆寺玉虫厨子の

宮殿部基壇の格狭間にみ られるものの,正倉院蔵 の箱物や厨子 ,几 台類 などの

床脚 (台 脚)の 奢1形 や ,法隆寺 に伝わる奈良時代の作 とされ る仏像の台座 の格

狭間 にも頻繁に用い られていることか らも,奈良時代後半期 には比較的通有の

ものであ ったと思われる。 sB 150は 基壇面直上 に焼土層が堆積 してお り,焼

失 した ものと判断 され る。焼失の年代は焼土 に含まれていた土師器の年代観 に

よ り,10世紀後 半 と考え られる。従 って,SB 150は 8世紀後半に建立 され ,

10世紀後半に至 る 2世紀のあいだ営まれていた ことになる。

さて, SB 150は 坂田寺伽藍のどの建物に比定できるのであろうか。身舎中

央に須弥壇が設 け られていることか ら金堂 あるいは講堂のいずれか と考え られ

よ う。西面 している SB 150の 建物背後 には東西30～ 40mの 平lH地 があ り,そ

こに伽藍建物を想定す ることは可能である。一方 ,西方 には東西 100m以上の

範囲にわた り, SB 150の 建物中軸線の方位の振れ とほぼ同方向の水田地割が

現存 している。 とすれば SB 150が 金堂である可能性が強いが ,今 回の調査の

限 りにおいては, SB 150の平面規模を桁行 9間 に想定することも可能であ り ,

また基壇面が土間床である点か らも,金堂 と断定す るには不確定な要素が残 る。

坂田寺 について は,当 調査部により過去 2回 にわたる発掘調査が行 われてい

る。 いずれ も今回の調査地か ら北西40～ 80mに あ り,か つて石田茂作氏が門址

ではないか と推定 した地点 (『 飛鳥時代寺院址の研究 』昭和 H年 )を 中心に寺

域確認のために行 った ものである。前 2回 の調査で約 1000汚を発掘 し,井戸 ,

石組溝 ,柱列 ,石 垣 ,池 など 7世紀か ら11世紀以降に至 る多様 な遺構を確認 し

た。 これ らの遺構 の性格 については必ず しも明 らかにされていないが,想 定 さ

れていたよ うな門跡 は存在せず ,方 2.5mの 大型井戸が示すよ うに厨的性格が

うかがえ る。 SB 150が 西面 していることと,周 辺の地形 ,現存の水田地割等

か ら,伽 監 は西方を正面 と していた と考え られ る。そ うであれば, SB 150が

金堂あるいは講堂に比定 されることか ら,第 2次調査区の位置には回廊の存在

が想定 され る。 8世紀の造成 になる東西方向の石垣 SX 120(位置図参照)は
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南が約 2.5m高 い壇を形成する。壇上は若干削平 されていると思われ るものの ,

SB 150の 基壇上面 との高低差 は 2m余 りにすぎず , sx 120と その南の壇状

部が回廊 にかかわ るものである可能性がある。 SB 150の建物中軸線か ら石垣

SX 120ま での距離はほぼ270m(9o尺 )で あ り,ま た更に北に検出されてい

る東西方向の掘立柱列 SA060と の距離は約54.Om(180尺 )あ り, SX 120

は SA060と SB 150の 中軸線 との′丁度中間に位置す ることになる。 また石垣

SX 120に とりつ く斜道 SX 122の 位置は SB 150の 南北方向の中軸線 (棟 通

り)か ら,や はりほぼ27.Om(90尺 )に 設け られてお り,こ れ らの諸施設が一

定の規格性 を もって配置されていた もの と考え られ る。今回検出 した SB 150

は前述 したよ うに 8世紀後半に造営 された ものであ り,伽 藍中心建物の一つ と

考え られる。 これにより,坂 田寺伽藍配置の解明に重要な糸口がつかめたこと

になる。 しか し,文献や出土瓦類か らうかがえ る 7世紀前半の寺創建時の建物

は SB 150付 近 には確認できなか った。

今回の調査で須弥壇鎮壇具を検出 した ことは重要な成果の一つに挙げ られ る。

奈良時代の鎮壇具 には従来 .興福寺中金堂 ,元興寺塔 .法 華寺金堂 ,東大寺大

仏殿 などの例が知 られる。 しか しそれ らはいずれ も埋納状態が正確 に確認 され

た もので はな く,今回の検出例 は発掘調査 によるものと しては唯―の事例であ

り,そ れだけに今後の鎮壇具研究 に貴重な資料 となろう。 なお,今 回検出 した

鎮壇具に関する詳細 な検討は,伽 藍配置やその変遷の考察 と共に刊行 を予定 し

ている報告書 に委ねたい。

* 奈良国立博物館 仏教美術資料研究セ ンター 仏教美術研究室長

田中義恭氏の鑑定による。
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